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みる・かたる・つくる-

は
じ
め
に

館
長
室
の
窓
か
ら
見
る
と
、
日

一
日
と
新
緑
が
増
し
て
き
て
、
民

俗
伝
承
の
「
す
ず
め
が
く
し
」
の

季
節
だ
と
実
感
す
る
。
若
葉
が
成

長
し
て
枝
に
止
ま
っ
た
雀
を
か
く

す
と
い
う
自
然
の
こ
と
だ
が
、
ひ

と
つ
の
季
語
で
も
あ
る
こ
の
言
葉

を
連
想
す
る
頃
は
、
い
つ
も
年
度

始
め
で
緊
張
し
、
私
は
心
を
改
め

る
。美

の
広
場
化
を
め
ざ
し
て

早
い
も
の
で
、
本
館
が
開
設
さ

れ
て
か
ら
九
年
目
を
迎
え
た
。
千

葉
県
と
い
う
地
域
の
、
し
か
も
、

文
化
の
拠
点
と
し
て
の
公
立
美
術

館
と
し
て
、
運
営
目
標
の
「
み
る
・

か
た
る
・
つ
く
る
」
美
の
広
場
化

を
め
ざ
し
、
私
た
ち
は
国
分
寺
時

代
の
公
立
美
術
館
と
椰
旅
さ
れ
る

な
か
で
、
根
幹
と
も
い
う
べ
き
性

格
形
成
に
努
力
し
て
き
た
。
「
み

る
」
た
め
の
作
品
の
計
画
的
な
集

積
、
「
か
た
る
」
た
め
の
資
料
の

収
集
と
多
様
な
企
画
、
「
つ
く
る
」

た
め
の
興
味
へ
の
実
技
的
な
対
応

と
、
十
年
を
目
途
に
湖
丘
の
水
鳥

よ
ろ
し
く
、
人
目
に
は
触
れ
な
い

が
調
査
と
研
究
を
基
礎
に
し
た
歩

み
を
続
け
て
い
る
。

美
術
館
を
運
営
ず
る
上
か
ら
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
よ
う
や
く

軌
道
の

「
み
る
・
か
た
る
・
つ
く

る
」

の
理
念
は
公
認
さ
れ
始
め
た
。

し
か
も
、
千
葉
県
か
ら
日
本
と

世
界
を
考
え
る
視
点
か
ち
の
、
調

査
・
収
集
・
保
管
・
展
示
・
普
及

の
具
体
化
も
意
外
な
ほ
ど
早
く
注

目
さ
れ
た
。

特
に
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
(
第

二
九
七
号
)

の
、
「
千
葉
県
立
・

美
術
館
が
浅
井
忠
の
資
料
を
集
大

成
」
と
、
性
格
形
成
で
の
個
性
化

に
対
す
る
評
価
は
、
私
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
自
信
と
勇
気
の
源
泉
で

あ
り
、
激
励
と
受
け
止
め
て
い
る
。

本
年
度
の
重
点
構
想

こ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
本
年

度
は
「
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
」

た
め
の
諸
事
業
を
構
想
し
始
動
し

た
。
い
ず
れ
の
部
門
も
一
連
と
い

館

長

う
認
識
で
、
利
用
者
サ
イ
ド
に
立

っ
た
配
慮
を
重
点
に
し
、
学
芸
事

業
イ
コ
ー
ル
文
化
工
作
と
の
自
覚

を
深
め
て
、
す
で
に
常
設
展
の
改

編
体
系
化
か
ら
始
め
、
関
連
の
「
美

術
を
語
る
会
」
や
生
涯
学
習
の
一

環
と
し
て
の
実
技
講
座
の
開
設
に

着
手
し
、
地
域
文
化
の
再
発
見
を

め
ざ
す
「
鴨
川
誠
一
展
」
(
五
月
二

十
七
日
̃
六
月
十
七
日
)

の
開
幕

を
目
前
に
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か

秋
の
特
別
展
「
絵
地
図
の

魅
力
展
」
(
九
月
十
一
日
̃

十
月
十
九
日
)
や
新
春
特

別
展
「
金
工
の
世
界
」
二

月
二
十
一
日
̃
二
月
二
十

四
日
)
を
考
、
え
、
準
備
に
入

り
、
さ
ら
に
水
彩
画
家
の

「
中
西
利
雄
展
」
(
七
月
二

十
二
日
̃
八
月
十
九
日
)

や
継
続
企
画
の

「
千
葉
県

移
動
美
術
館
」
展
(
佐
倉

市
中
央
公
民
館
九
月
二
十

一
日
̃
十
月
三
日
、
柏
市

中
央
公
民
館
十
月
十
三
日

̃
十
月
十
九
日
)

な
ど
を
、

会
場
提
供
の
団
体
展
に
平

“
′

高

橋

在

久

行
し
て
公
開
を
構
想
し
て
い
る
。

十
同
年
に
む
か
っ
て

今
年
さ
ら
に
着
手
し
た
い
こ
と

に
「
浅
井
恩
賞
展
」

の
企
画
が
あ

る
。
と
っ
ぴ
な
発
想
か
も
し
れ
な

い
が
、
来
年
は
本
館
開
設
十
周
年

に
当
た
る
。
そ
こ
で
社
会
事
業
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
本
館
が
重
視
し

て
い
る
近
代
洋
画
の
先
駆
者
で
、

千
葉
県
ゆ
か
り
の
浅
井
忠
が
、
生

渡
を
託
し
た
写
実
の
画
業
を
顕
彰

し
、
継
承
発
展
を
は
か
る
た
め
浅

井
恩
賞
を
設
定
し
て
、
公
募
作
品

の
秀
作
に
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、

入
選
作
と
併
せ
て
「
浅
井
恩
賞
展
」

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
企
画
委
員
会
な
ど
を
設

け
て
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
本
館
ら
し
い
地
域
に
立
脚
し

た
事
業
と
し
て
、
十
年
、
十
五
年

-
と
い
っ
た
記
念
事
業
化
が
で
き

・
将
来
と
も
に
写
実
の
画
業
の
振
興

に
資
す
れ
ば
幸
い
と
、
す
で
に
原

案
検
討
の
準
備
を
開
始
し
た
。

お
わ
り
に

窓
辺
の

「
す
ず
め
が
く
し
」

の

樹
々
の
若
葉
を
な
か
め
、
私
は
着

実
に
飛
躍
し
た
い
願
望
か
ら
、
四

月
の
心
境
の
一
端
と
こ
れ
か
ら
の

事
業
を
摘
記
し
た
。
そ
れ
に
し
て

も
、
今
年
も
ま
た
有
縁
の
皆
さ
ま

に
ご
支
援
を
い
た
だ
か
ね
ば
と
、

春
の
思
い
は
こ
こ
に
帰
る
。

一
2
-



みる・かたる・つくる-

手駒年

●

誠
一

-
画
業
七
〇
年
の
回
顧
-
.
誹

●

晶
、
ブ
リ
エ
ッ
セ

年

ル
、
ア
ン
ト
ワ
I

9
5

プ
に
て
個
嬢
を
聞

.
き
、
ま
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
芸
術
嬢
に
招

寄
-
J
/
く
ま
手
星
的
r
す
ぐ
い
つ
同
で
‥
当
滝
壷
関
肝
し
自
主
、
子
亀
中
音
も
、
く
ー

本
年
度
最
初
の
企
画
展
と
し
て

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ

二
二
)

「
鳩
川
誠
一
展
-
画
業
七
〇
年
の

回
顧
-
」
を
五
月
二
十
七
日
(
木
)

よ
り
六
月
十
七
日
へ
木
)
ま
で
開
催

し
ま
す
。

搬
購
離
い
つ
氏
は
、
本
県
出
身
の

洋
画
家
で
独
立
美
術
協
会
に
所
屈

し
審
査
員
を
つ
と
め
、
東
洋
と
西

洋
の
表
現
的
技
法
を
自
由
に
融
合

し
、
日
本
の
こ
こ
ろ
を
表
現
す
る

情
趣
豊
か
な
作
品
を
次
々
に
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

一
八
九
七
年
(
明
治
三
十
年
)

茂
原
市
に
生
ま
れ
、
一
九
三
一
年

白
日
会
会
員
、
一
九
四
八
年
に
は

独
立
美
術
協
会
の
会
員
と
な
り
、

一
九
七
二
年
国
際
形
象
展
に
招
待
出

星まつI)

待
出
品
し
て
米
貨

(
コ
マ
ン
ド
ー
ル

の
位
)
を
受
賞
し

国
際
的
に
も
高
い

評
価
を
受
け
、
一

九
七
六
年
第
一
回

∵
鳥
が
〆
{
‥
毒
-
申
∴
∴
茂
樹
会
展
で
文
部

大
臣
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
輝
か
し

い
功
紙
を
残
さ
れ
、
引
き
つ
づ
き

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
メ
キ
シ
コ
等
で

作
品
発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
さ
き
に
鴨
川
誠
一
氏

の
代
表
的
作
品
四
十
八
点
が
本
館

に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

鳩
川
氏
の
作
品
は
、
「
西
欧
と
日

本
と
い
う
二
つ
の
極
の
両
方
か
ら

あ
る
一
定
の
距
離
を
と
り
な
が
ら

自
己
の
道
を
求
め
て
い
る
」
 
、
と
言

お
れ
る
よ
う
に
、
直
般
的
に
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
を
思
ね
せ
る
壁
彩
両
、

さ
ら
に
母
や
パ
ス
テ
ル
、
油
彩
、

水
彩
、
和
親
な
ど
、
東
西
の
あ
ら

ゆ
る
技
法
、
材
料
を
自
由
に
駆
使

し
て
表
現
さ
れ
た
独
特
な
画
面
は

強
烈
で
、
水
々
し
い
若
さ
を
た
た

え
、
必
ず
や
多
く
の
美
術
愛
好
家

を
魅
了
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ

つ
o

な
お
、
六
月
五
日
午
後
二
時
よ

り
「
画
業
七
〇
年
を
回
顧
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
鴨
川
誠
一
氏
を
囲
ん

で
美
術
を
語
る
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
鵜
川
氏
の
全
作
品
を
収

め
た
画
集
が
近
く
刊
行
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
館
学
芸
課

ま
で
お
問
い
合
ね
せ
下
さ
い
。

設常

収
蔵
作
品
展

氏
の
代
表
的
な
作
品
を
展
示
し

て
そ
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
画
業

七
〇
年
の
歩
み
を
回
顧
す
る
た

め
開
催
す
る
も
の
で
す
。

展
示
内
容
と
し
て
は
、
一
九

二
〇
年
制
作
の
「
関
谷
風
景
」
よ

り
最
近
作
ま
で
、
作
品
約
高
点

お
よ
び
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
等
を

展
示
し
、
画
業
七
〇
年
を
じ
っ

く
り
と
回
顧
で
き
る
よ
う
企
画

し
ま
し
た
。

本
年
度
の
収
蔵
作
品
展
は
、
特

別
展
、
県
芸
術
祭
等
開
催
予
定
の

た
め
、
四
月
二
十
七
日
̃
九
月
五

日
、
十
二
月
三
日
̃
一
月
十
六
日
、

三
月
二
日
̃
三
月
三
十
一
日
の
三

期
に
会
期
を
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

現
在
開
催
中
の
本
展
の
内
管
を

紹
介
す
る
と
、
浅
井
忠
と
そ
の
周

辺
作
家
の
作
品
、
昭
和
五
十
六
年

度
の
新
収
蔵
作
品
を
中
心
と
し
、

さ
ら
に
館
収
蔵
作
品
の
う
ち
坊
総

の
美
術
家
と
し
て
作
家
を
と
り
あ

げ
紹
介
し
ま
す
。

主
な
展
示
作
品
は
、
浅
井
忠
と

そ
の
周
辺
作
家
と
し
て
、
浅
井
忠

「
フ
ォ
ン
テ
ン
ブ
ロ
ー
の
森
」
 
、
松

岡
寿
「
森
と
小
用
」
 
、
安
井
曽
太
郎

「
熱
海
附
近
し
、
都
鳥
英
喜
「
凸
型

郊
外
サ
ン
ク
ー
ル
」
等
の
他
、

浅
井
忠
の
日
本
画
、
彫
塑
、
工
芸

等
。新

収
蔵
作
品
と
し
て
、
不
破
章

「
二
女
」
 
、
白
滝
幾
之
助
「
伊
国
ナ

ポ
リ
」
 
、
榊
原
一
広
「
南
仏
風
景
」

長
谷
川
良
雄
「
晩
秋
」
 
、
浅
井
真
「
新

緑
の
雑
木
林
」
 
、
池
田
良
二
「
乙
O
す
い
y

K
つ
O
W
S
ヨ
y
ヨ
i
n
d
」
 
、
信
田
洋
「
装

瓶
(
六
文
銭
)
」
等
。

房
総
の
美
術
家
と
し
て
原
勝
郎

「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
」
「
コ
ー
ヒ
ー

不破 章「二女」

ひ
き
」
等
、
石
橋
武
治
「
白
鷺
の

い
る
鳳
景
」
「
水
辺
」
等
。

日
本
画
で
は
、
東
山
魁
夷
「
門
」

田
岡
審
径
「
幽
」
、
関
主
税
「
滝
」
 
、

渡
辺
学
「
夜
」
。

洋
画
で
は
、
該
嘔
「
>
品
の
一
e
s
」

松
澤
茂
雄
「
海
辺
の
裸
婦
」
 
、
古
井

淘
「
黒
の
浄
土
(
赤
)
」
 
、
石
井
武

夫
「
口
U
M
M
Y
」
 
、
久
保
木
彦
「
夢

の
詩
」
等
。

彫
塑
で
は
、
神
野
護
衛
「
時
」
、

大
須
蛮
力
「
侍
る
」
等
。

な
お
、
六
月
二
十
二
日
か
ら
一

部
展
示
替
え
を
行
い
、
本
館
が
力

を
入
れ
収
集
し
て
い
る
も
の
の
一

つ
で
あ
る
水
彩
画
の
コ
ー
ナ
ー
を

新
た
に
設
け
、
石
井
柏
手
、
小
堀

進
等
の
作
品
を
展
示
、
ま
た
所
収

蔵
作
品
と
し
て
、
カ
ミ
ー
ユ
・
コ

ロ
ー
、
梅
原
龍
三
郎
、
伊
聴
快
彦
、

浅
見
鍋
龍
の
作
品
等
を
紹
介
す
る

予
定
で
す
。



みる・かたる・つくる-

昭和57年度 事業案内

特
別
展

会
期

内
容

伊
能
図
を
は
じ
め
、
屠

風
絵
地
図
、
烏
か
ん
図

な
ど
、
絵
地
図
の
絵
画

性
を
紹
介
す
る
。

「
金
工
の
世
界
」

1
月
2
 
1
日
̃
2
月
2
4
日

日
本
の
金
工
界
の
先
駆

1
0
月
6
日
̃
1
0
月
1
9
口

内
客

本
館
収
蔵
作
品
を
県
内

2
ヵ
所
の
会
場
に
展
覧

し
、
よ
り
広
範
な
地
域

の
県
民
の
た
め
美
術
作

品
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

す
る
。

常
設
収
蔵
作
品
展

会
期

4
月
1
日
̃
9
月
5
日

1
 
2
月
3
日
̃
1
月
1
 
6
日

2
月
2
日
̃
3
月
3
1
園

内
客

本
館
収
蔵
作
品
を
広
く

公
開
し
、
ま
た
資
料
コ

ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、

多
面
的
に
収
蔵
作
品
の

紹
介
を
す
る
。

特
別
展
「
絵
地
図
の
魅
力
展
」

会
期

9
月
n
日
-
1
0
月
1
3
日

内
容

人
間
の
地
理
的
世
界
観

を
図
形
化
し
た
地
図
の

う
ち
、
本
県
ゆ
か
り
の

者
と
し
て
本
県
出
身
の

香
取
秀
真
、
津
田
信
夫

を
は
じ
め
、
日
本
の
近

代
金
工
作
家
の
作
品
を

中
心
に
展
観
し
、
技
法

に
も
触
れ
な
が
ら
紹
介

を
す
る
。

鳩
川
誠
一
展

-
画
業
7
0
牛
の
回
顧
-

会
期

5
月
2
7
日
-
6
月
1
 
7
日

内
容

独
立
美
術
協
会
で
活
躍

し
、
洋
画
に
新
し
い
方

向
を
示
し
た
鴨
川
誠
一

氏
の
画
業
を
ひ
ろ
〈
紹

介
す
る
。

中
西
利
雄
展

会
期

了
月
2
2
日
̃
8
月
1
9
日

内
容

新
制
作
派
協
会
の
結
成

に
参
加
し
て
会
員
と
な

り
、
近
代
的
造
型
性
に

富
ん
だ
水
彩
画
を
生
み

出
し
た
中
西
利
雄
氏
の

業
績
を
紹
介
す
る
。

第
6
回
千
葉
県
移
動
美
術
館

会
期

佐
倉
市
中
央
公
民
館

9
月
2
1
白
く
∴
川
月
3
日

柏
市
中
央
公
民
館

●

◎
洋
画
入
門
講
座
(
客
6
日
間
)

一
期

5
月
̃
1
月

二
期

1
0
月
̃
1
2
月

◎
洋
画
研
修
講
座
(
各
6
日
間
)

一
期

5
月
̃
了
月

二
期

8
月
̃
川
月

三
期

日
月
̃
1
 
2
月

◎
陶
芸
入
門
講
座
(
各
6
日
間
)

一
期

6
月
̃
7
月

二
期

n
月
-
1
 
2
月

◎
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
(
客
2
日
間
)

★

美
術
講
演
会

特
別
展
「
絵
地
図
の
魅
力
展
」

及
び
特
別
展
「
金
工
の
世
界
」

に
関
連
し
て
、
展
覧
会
の
内
容

等
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
開
催
す
る
。

美
術
を
語
る
会

収
蔵
作
品
展
、
特
別
展
、
「
鳩
川

誠
一
展
」
 
、
「
中
西
利
離
腿
」
に
伴

い
、
話
題
提
供
者
を
囲
ん
で
作

家
や
作
品
等
に
つ
い
て
語
り
合

い
、
知
識
や
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
に
開
催
す
る
。

実
技
講
座

各
講
座
の
基
礎
的
な
技
法
の
学

習
や
作
る
喜
び
、
使
う
楽
し
み

を
味
お
う
な
ど
、
県
民
の
芸
術

創
作
へ
の
一
端
と
す
る
た
め
、

本
年
度
は
、
‖
種
の
講
座
か
ら

計
2
0
講
座
を
開
講
す
る
。

◎
日
本
画
入
門
講
座
(
各
6
日
間
)

一
期

6
月

二
期

1
0
月

一
期

7
月

二
期

8
月

三
期

9
月

◎
て
ん
刻
入
門
講
座
(
各
2
日
間
)

一
期

8
月

二
期

u
月

◎
七
宝
焼
入
門
講
座
(
客
2
日
間
)

一
期

9
月

二
期

1
月

◎
版
画
入
門
講
座

(
了
日
間
)

一
期

8
月

◎
彫
塑
入
門
講
座

(
了
日
間
)

★

一
期

9
̃
1
 
0
月

◎
書
芸
入
門
講
座

(
6
日
間
)

一
期

9
月
̃
1
月

◎
書
芸
研
修
講
座

(
2
日
間
)

一
期

3
月

内
容
、
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
ご
め
ん
な
い
欄
で
随
時
紹
介

し
ま
す
。

*

*
●

*

*

寄
贈
作
品
紹
介

昨
年
度
後
半
、
展
覧
会
等
に
伴

い
次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

不
破
ク
ラ
氏
よ
り

不
破

章

「
裁
縫
女
」
「
御
苑
」
他
1
 
6
点

満
都
つ
た
氏
よ
り

滞
部
活
五
郎

「
接
し

浅
井

忠

「
種
ま
き
の
図
」

黒
田

暢
氏
よ
り

加
腺
源
之
助

「
秋
の
山
(
大
和
初
潮
村
)
」

中
林
左
千
夫
氏
よ
り

中
林

傍

「
山
中
湖
附
近
」
他
5
点

長
谷
川
景
子
氏
よ
り

長
谷
川
良
雄

「
晩
秋
」
「
下
鴨
」
他
1
点

榊
原
一
彦
氏
よ
り

榊
原
一
広

「
南
仏
風
景
」

田
中
志
奈
子

デ
ッ
サ
ン

「
神
官
」
他
5
点

浅
見
錦
龍
氏
よ
り

浅
見
錦
龍

「
蘭
亭
序
」

兼
蕃
洋
子
氏
よ
り

浅
井

息

「
聾
簡
」
他
4
7
点



みる・かたる・つくる-

浅

井

忠

●
寄

贈

澤
部
つ
た
氏
よ
り

浅
井
忠
作
「
種
ま
き
の
図
」
(
日
本

画
、
六
二
四
×
二
七
・
一
〇
〇
)

浅
井
は
、
晩
年
の
京
都
時
代
(
明

治
三
十
五
年
̃
四
十
年
)

に
日
本

画
を
好
ん
で
描
き
、
最
近
浅
井
の

一
面
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

中
沢
岩
大
は
『
木
魚
遺
響
』
(
浅

井
の
遺
稿
、
追
悼
集
)
の
中
で
「
浅

井
教
授
の
日
本
画
」
と
し
て
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

…
…
光
琳
風
あ
り
、
大
津
絵

あ
り
、
薗
雪
の
筆
意
を
摸
せ

る
も
あ
り
、
水
彩
風
あ
り
、

又
遂
に
狩
野
風
あ
り
、
一
度

思
ひ
立
つ
と
き
は
、
暫
時
の

研
究
に
し
て
其
妙
奥
を
得
ら

れ
た
り
、
巳
に
一
枝
に
達
せ

る
者
、
他
を
要
む
る
に
易
さ

の
故
な
ち
ん
乎
…
…

こ
の
作
品
は
、
青
基
に
水
彩
絵

具
で
着
彩
さ
れ
た
小
品
で
あ
る
が
、

軽
快
な
筆
運
が
戯
画
風
の
趣
を
生

み
出
し
た
佳
作
で
あ
る
。
左
中
に

「
黙
語
」
と
署
名
し
、
「
木
魚
」
の

書
印
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
黙
諾
日

本
画
集
』

に
は
、
同
種
題
材
の
も

の
が
数
点
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自

然
を
指
き
つ
づ
け
た
浅
井
に
と
っ

て
好
題
材
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と

思
お
れ
る
。

初
め
茶
人
の
猪
上
七
郎
左
衛
門

が
所
有
し
て
い
た
が
、
浅
井
の
弟

子
加
藤
源
之
助
が
所
望
し
て
譲
り

受
け
、
そ
の
後
や
は
り
弟
子
の
滝

部
清
五
郎
に
贈
ら
れ
、
長
く
師
の

追
慕
の
作
品
と
し
て
愛
蔵
さ
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

国
書
国

種まきの図

表
紙
作
家
の
紹
介

し
ら
ら
l
、
主
、
い
く

の

す
け

白
滝
幾
之
助

明
治
6
年
̃
昭
和
3
4
年
(
】
∞

お
̃
}
謀
①
)

兵
庫
県
生
れ

東
京
美
術
学
校
選
科
卒
業
、

初
め
山
本
芳
翠
に
学
ん
だ

が
、
明
治
2
9
年
白
馬
会
結
成

と
と
も
に
参
加
し
、
黒
田
清

輝
に
師
事
し
た
。
明
治
2
7
年

第
4
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で

初
入
選
し
、
以
来
文
展
、
帝

展
を
通
じ
約
半
世
紀
に
ね
た

る
息
の
長
い
制
作
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
明
治
3
8
年
̃
4
4

年
ま
で
米
国
、
欧
州
に
留
学

し
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
ラ
ン

に
学
ぶ
。
大
正
1
 
2
年
再
び
渡

欧
。
表
紙
の
作
品
は
こ
の
時

期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

昭
和
2
7
年
、
三
井
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
完
成
に
尽
力
し
た

こ
と
、
及
び
ね
が
国
洋
画
界

の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に

ょ
り
日
本
芸
術
院
賞
恩
賜
賞

が
授
与
さ
れ
た
が
、
あ
れ
せ

て
、
東
京
音
楽
学
校
初
演
の

オ
ペ
ラ
、
明
治
座
の
舞
台
装

置
等
に
、
日
本
最
初
の
洋
風

舞
台
装
置
の
先
鞭
を
つ
け
る

な
ど
、
そ
の
功
績
も
絶
大
だ

と
さ
れ
た
。

トピックスー

●
◆
千
葉
県
立
美
術
館
協
議

会
が
去
る
3
月
1
 
7
日
午
後

2
時
よ
り
本
館
会
議
室
で

行
お
れ
、
㈲
昭
和
5
6
年
度

事
業
の
反
省
、
㈲
昭
和
5
7

年
度
予
算
案
並
び
に
事
業

計
画

㈲
そ
の
他
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。

昭
和
5
6
年
度
毎
業
に
つ

い
て
は
特
に
常
設
展
、
資

料
購
入
、
普
及
事
業
等
に

つ
い
て
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
昭
和
5
7
年
度
事
業
計

版画入門講座

画
に
つ
い
て
は
、
特
に
特
別
展
、

企
画
展
に
つ
い
て
活
発
に
話
し
合

お
れ
た
。

◆
「
版
画
(
銅
版
)
入
門
講
座
」

「
書
芸
研
修
講
座
」
が
本
年
度
初

め
て
行
お
れ
た
。

「
版
画
入
門
講
座
」
は
、
版
画

家
の
深
沢
幸
雄
氏
を
講
師
に
l
月

2
4
日
か
ら
2
月
2
8
日
ま
で
6
日
間

銅
版
画
の
実
技
講
座
が
行
お
れ
た
。

エ
ッ
チ
ン
グ
、
ア
ク
ワ
チ
ン
ト

な
ど
の
制
作
を
通
し
て
、
銅
版
画

の
材
料
・
用
具
・
技
法
等
の
基
礎

的
な
内
容
に
つ
い
て
学
習
し
、
最

終
日
は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
応
用
的

な
技
法
を
も
学
ん
だ
。

「
書
芸
研
修
講
座
」
は
、
県
美

術
会
会
長
の
浅
見
喜
舟
氏
を
講
師

に
、
「
書
芸
入
門
講
座
」
を
修
了

し
た
方
を
対
象
に
3
月
6
日
・
7

日
の
2
日
間
行
わ
れ
た
。
楷
書
、

行
書
、
草
書
の
ほ
か
、
隷
書
や
粂

幅
の
書
き
方
を
学
習
し
た
。

◆
第
5
回
「
美
術
を
語
る
会
」
が

企
画
展
「
現
代
美
術
選
抜
展
」
開

催
中
の
2
月
6
日
、
本
展
に
出
品

さ
れ
て
い
る
渡
辺
学
氏
(
日
本
画

家
)
を
話
題
提
供
者
に
行
わ
れ
た
。

「
私
の
絵
画
親
し
を
テ
ー
マ
に

氏
の
日
常
の
創
作
活
動
を
通
し
て

制
作
の
心
構
、
え
、
姿
勢
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
展
の

会
場
に
お
い
て
氏
の
作
品
に
つ
い

て
も
説
明
さ
れ
、
制
作
上
の
苦
心

談
な
ど
話
さ
れ
た
。

◆
去
る
4
月
2
8
日
、
本
年
度
第
1

回
の
友
の
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

昨
年
度
の
事
業
並
び
に
決
算
、
監

査
報
告
と
本
年
度
の
事
業
予
算
案

が
審
議
さ
れ
た
。

*

*

*

*

*



みる・かたる・つくる-

ご
あ
ん
な
い

◎
第
-
回
美
術
を
語
る
会

期
日

5
月
1
 
5
日

時
間

1
4
時
̃
1
5
時
半

主
題

「
収
蔵
作
品
展
に

つ
い
て
」

話
題
提
供
者

本
館
学
芸
員

◎
第
2
回
美
術
を
語
る
会

期
日

6
月
5
日

時
間

1
4
時
̃
1
 
5
時
半

主
題

「
画
業
7
0
年
を
回

顧
し
て
」

話
題
提
供
者

鴨
川
誠
一
氏

◎
第
1
期
洋
画
入
門
講
座

期
日

5
月
2
2
・
2
3
日

6
月
2
6
・
2
7
日

1
月
1
7
・
1
8
日

講
師

太
田
洋
三
氏

◎
第
-
期
洋
画
研
修
講
座

期
日

5
月
2
9
・
約
日

6
月
1
 
9
・
2
0
日

了
月
1
0
・
u
日

講
師

武
内
和
夫
氏

◎
第
1
期
陶
芸
入
門
講
座

期
日

6
月
1
・
2
・
3

4
日

7
月
l
・
8
日

講
師

保
田
勝
久
氏

◎
第
1
期
日
本
画
入
門
講
座

期
日

6
月
5
・
6
・
1
 
2

1
3
日

7
月
3
・
4
日

講
師

松
原
道
男
氏

◎
第
-
期
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

期
日

1
月
2
2
・
2
3
日

講
師

戸
田
健
夫
氏

団
体
展
(
5
月
̃
1
月
)

●
第
2
7
回
二
科
千
葉
支
部
展

5
月
1
8
日
̃
2
3
日

●
二
紀
会
千
葉
県
支
部
屡

5
月
重
8
日
̃
2
3
日

●
第
9
園
子
虹
会
日
本
画
展

5
月
2
5
日
̃
6
月
6
日

●
弥
生
書
展

6
月
8
日
̃
1
 
3
日

●
千
葉
県
書
道
協
会
展

6
月
8
日
̃
1
3
日

●
第
3
回
干
葉
仝
展

6
月
1
 
5
日
-
2
0
日

●
第
5
回
一
陽
会
千
葉
支
部
展

6
月
2
2
日
̃
2
7
日

●
第
4
8
回
留
美
会
初
夏
展

6
月
2
2
日
̃
2
7
日

●
猿

展6
月
2
2
日
̃
2
7
日

●
第
5
回
8
2
精
鋭
展

6
月
2
2
日
̃
了
月
4
日

●
第
的
回
現
代
書
道
5
0
人
展
他

6
月
2
9
日
̃
1
月
4
日

回

国

囲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

本
館
で
は
、
美
術
館
活
動
を
よ

り
県
民
に
密
着
し
た
形
で
展
開
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

過
去
二
年
間
、
解
説
活
動
を
中

心
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

御
協
力
を
頂
い
て
き
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
の
展
覧
会
に
お
い
て
も
、

大
方
の
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
更
に
、
美
術

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
収

集
提
供
、
文
献
資
料
等
の
整
理
な

ど
、
そ
の
活
動
の
輪
を
拡
げ
て
頂

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
方
々
の
御
参
加
を
期
待

し
ま
す
。

友
の
会
入
会
の
お
誘
い

美
術
館
友
の
会
で
は
、
新
年
度

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

っ
て
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

継
続
さ
れ
る
方
も
更
新
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
手
続
き
を
お
忘
れ

な
く
。

入
会
費
五
〇
〇
円

(
新
規
加
入
者
の
み
)

年
会
費
一
、
五
〇
〇
円

詳
細
は
美
術
館
内
友
の
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
力
せ
く
だ
さ
い
。

耕
直
轄

2519 16

・
-
月4ヽ⊥7

●
●
・
l
-

0272

2
日
月5262

3

21161110月 27

中
西
富
江
氏

陰
里
餓
郎
氏

山
梨
県
立
美
術
館
長
子
沢

槙
治
氏

佐
野
美
術
館
副
館
長
鈴
木

進
氏

他
一
名

京
都
工
芸
繊
維
大
学
よ
り

一
名

岡
山
県
文
化
課
よ
り
二
名

栃
木
県
西
那
須
野
町
教
育

委
員
会
よ
り
十
五
名

岩
崎
巴
人
御
夫
妻

愛
媛
県
立
美
術
館
紡
万
民

佐
倉
市
教
育
委
員
会

白
井
町
教
育
委
員
会

高
橋
規
程
治
郎
氏

3
月361

「
i
一718重42

協
力
校
連
絡
協
議
会

博
物
館
職
員
研
修
会

友
の
会
海
外
研
修
旅
行

(
3
月
6
日
ま
で
)

美
術
館
博
物
館
庶
務
課
長

会
議

書
芸
研
修
講
座
開
講

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
副
館
長
会

議
(
神
奈
川
県
)

美
術
館
協
議
会

美
術
館
博
物
館
学
芸
課
長

会
議

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
促
進
協
議

会

2 1

16 6 月 29241710月

第
4
回
美
術
を
語
る
会

入
館
者
百
万
人
を
突
破

版
画
入
門
講
座
開
講

第
1
 
5
回
現
代
美
術
選
抜
展

始
ま
る
(
2
月
2
 
1
日
ま
で
)

第
5
回
美
術
を
語
る
会

美
術
館
博
物
館
館
長
会
議

●

図
日
堅
固

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
付
で

次
の
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
転
出
者

中
村

哲

(
教
育
庁
文
化
課
へ
)

田
村

潤
子
(
県
立
中
央
図
書
館
へ
)

佐
久
間
文
孝
(
県
立
総
高
博
物
館
へ
)

◆
転
入
者

小
野

睦
子
(
教
育
庁
文
化
課
よ
り
)

米
田

耕
司
(
教
育
庁
文
化
課
よ
り
)

武
内
富
美
子
(
県
立
中
央
図
書
館
よ
り
)

転
出
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

も
に
、
新
し
い
職
員
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

*

*

*

*

6


